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[緒言] 

 Ag をゼオライトにドープした Ag 形ゼオライトは、加熱等の処理により強いフォトルミネッセンス(PL)

を発現する[1]。この材料はレアアースを使用しないため、様々な応用が期待されている。我々は X 線吸

収端微細構造分析(XAFS)と赤外吸収測定(IR)を用いて PL 発現機構の解明を試みてきた。その結果、加熱

あるいは真空排気により Ag クラスターが形成されることを確認し、また PL が観測される条件ではクラ

スターが完全に崩壊していることを解明した[2]。さらに、この時ゼオライト骨格振動に変化が現れている

ことを IR スペクトルから確認した[3]。Ag 置換後、我々は室温で風乾させているが、多くの論文では

100℃前後で乾燥を行っている [4],[5],[6]。しかし、100 – 200℃加熱した場合でも PL の変化が見られた。

そこで、今回は 200℃以下の低温領域で加熱した場合における PL の変化について調査した。 

[実験方法]  

Ag 形ゼオライト試料は Na 形ゼオライト[東ソー株式会社製] X を用い、それぞれイオン交換法(0.2M 硝酸

銀水溶液，25℃、24 時間浸漬により作成された。PL 測定は、試料を未加熱～200℃で 3h 加熱し、加熱

終了後 30 分経過させた後に分光蛍光光度計(F-2700 形 分光蛍光光度計 日立ハイテクサイエンス社製)を

用いて行った。分光蛍光光度計では励起波長、蛍光波長はどちらも 220 nm から 700 nm で測定した。 

[結果]  

Fig.1 に 3D-PL スペクトルにおける PL ピーク強度の加熱温度依存性を示す。室温以上での加熱において

PL の変化が観測されたため、ゼオライトを乾燥させる際 100℃前後の低温加熱を用いるのは実験結果に影

響を及ぼすのではないかと考えられる。（ピーク時の励起波長、発光波長は各温度でほとんど変化は見ら

れなかった。）また、測定された PL の強度は 160℃~200℃にかけて 180℃で弱くなり 200℃で強くなる

結果が得られた。現段階でこのような結果になった要因は調査中なので発表当日に詳細に報告する。 

 
  
 

Fig.1  

Plot of PL intensity in 3D-PL spectrum from unheated to 

200℃.  
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